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102vのはじめのページです。

左の円筒器には3つの単語があります。

pdarbadaumk 僅かな農地が家に沿って後にできる

kda**sb しっかりした**な国

daqdaumqb 自立家の地域

次に、各本文上部の単語の並びは文章に成っているようです。

dar dar  aadar  kaaab  daqtdak  dafdaum  dafdarb  daq**
農地が次々とでき、幾らかの農地の為に全て強く管理された。
豊かな家は豊かな農民で自立***。 (daqdab : 自立した人々)

daqdasb  aatdar  dapdardattb  dapaab  kardaum  daumkdasar  fasb
自立成長で農地を加え、広い農地に定住した人で沢山の人ができた。
後は土地と家で、家の後は出入りの土地で豊かに成長する。

解読予定です。
最後の行だけです。

daftb daqtb batb daqtb aittk dar aab
豊かな国で自立国は変化した。自立国の目の方向は農地が全てだった。
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daraid  aiqb daqttdarand daqdaqab da****sb
土地の恵みは涙ほど 管理された農地であるが 自立の費用は ********

解読予定です。
最後の行だけです。

bdafand aatdar aattqtb daraid
定住資産で農地を加え、生まれた国を加えて農地の恵みと成った。


